イベントフロー「問題を登録する」

1． 事前条件

なし

2． メインフロー

このユースケースは、利用者が対象の過去問情報の閲覧画面にアクセスしたところから始まる。利用者が、過去問情報の閲覧画面から[問題]を選択すると、システムはその問題の内容を表示する。そして、利用者は[登録]を選択することで、その問題の「内容」を登録することができる。利用者は、アップロードするファイルを参照させ、[アップロード]を実行する(E-1)。アップロードが実行されると、システムは問題の内容を、利用者が参照したファイルに置き換える。そしてシステムは、履歴の更新を行なう。更新処理が終了した後、ユースケースは終了する。
3． 例外フロー 
　E-1: 利用者が、ファイルを参照せずに[アップロード]を選択する。
　　   利用者は、アップロードしなおすか、ユースケースを終了する。
イベントフロー「問題を削除する」
1． 事前条件

削除対象の問題の内容が存在する。

2． メインフロー

このユースケースは、利用者が対象の過去問情報の閲覧画面にアクセスしたところから始まる。利用者が、過去問情報の閲覧画面から[問題]を選択すると、システムはその過去問情報に対応した問題を表示する。このとき利用者は、[削除]を選択する(E-1)ことで、その問題の「内容」を削除することができる。削除を実行すると、システムは対象の問題の内容を消去し、履歴を更新する。以上の処理が終了した後、ユースケースは終了する。

3． 例外フロー

　E-1: 利用者が、内容が存在していない状態で[削除]を選択する。
ユースケースは終了する。
　
イベントフロー「問題を元に戻す」
1． 事前条件

なし
2． メインフロー

このユースケースは、利用者が対象の過去問情報の閲覧画面にアクセスしたところから始まる。利用者が、過去問情報の閲覧画面から[問題]を選択すると、システムはその問題の内容を表示する。利用者は、このとき[履歴閲覧]を選択すること(E-1)で、その問題の「履歴」を閲覧することができる(E-2)。利用者がもとに戻したい時点の内容を記憶しているか否かで、「2-1」と「2-2」の処理に分かれる。

2-1: もとに戻したい時点の内容を記憶している場合

利用者は、もとに戻したいレコードの[元に戻す]を実行する。システムは、対象の問題の内容を、利用者の指定した時点のデータに更新し、履歴を更新する。以上の処理が終了した後、ユースケースは終了する。

2-2: もとに戻したい時点の内容を記憶していない場合

利用者がもとに戻したいレコードの[見る]を実行する。システムは、そのレコードの内容を表示する。利用者は、内容がもとに戻したいレコードであることを確認し、そのレコードの[元に戻す]を実行する。システムは、対象の問題の内容を、利用者の指定した時点のデータに更新し、履歴を更新する。以上の処理が終了した後、ユースケースは終了する。
３．例外フロー

E-1: 履歴が存在しない。ユースケースは終了する。
E-2: 履歴が1つしか存在しない。ユースケースは終了する。
イベントフロー「問題を閲覧する」
1． 事前条件

なし

2． メインフロー

　このユースケースは、利用者が対象の過去問情報の閲覧画面にアクセスしたところから始まる。利用者が、過去問情報の閲覧画面から[問題]を選択する。システムはその問題の内容を表示する。ユースケースは終了する。
3． 例外フロー

　なし
シナリオ「問題を登録する」

九州工業大学に通っている成井彰太君は、昨日期末試験を終えたばかりだ。優しい彰太君は、彼の受けた試験を問題管理システムによって問題として登録し、後輩に役立てようと考えた。

登録対象の過去問情報として彰太君は以下のデータを保持している。

・科目名「オペレーティングシステム」

・学科「知能情報工学科」

・開講年度「H27」

・担当教官「芳田」

以上を満足する問題の内容「OS27.png」

彰太君は登録対象の過去問情報が表示された閲覧画面にアクセスしていた。彼は閲覧画面から[問題]を選択する。だれも問題を登録していなかったので、システムは、空の問題を表示する。彼は、 [登録]を選択した。システムは、問題の「内容」を登録する画面を表示する。彼は、データ「OS27.png」を参照し、 [アップロード]を実行する。システムは内容と履歴を更新する。彰太君は、内容が更新されていることを確認した。
　例外シナリオ
彼は、誤ってデータを参照しないままアップロードを実行した。警告が表示され、彼は再度参照作業を行なうことにする。彼は、次は間違いなくデータ「OS27.png」を参照し、 [アップロード]を実行する。システムは内容と履歴を更新する。彼は、内容が更新されていることを確認した。
シナリオ「問題を削除する」

九州工業大学に通っている成井彰太君は、昨日期末試験を終えたばかりだ。彰太君は、過去問管理システムによって問題を参照しテストに望んだが、参照した問題が全く使い物にならなかった。腹を立てていた彰太君は、今後、後輩がこれを参照して不利益を生じないよう、この問題を削除することにした。
削除対象の過去問情報は以下のとおりである。

科目名「オペレーティングシステム」

学科「知能情報工学科」

開講年度「H27」

担当教官「芳田」

彰太君は削除対象の過去問情報が表示された閲覧画面にアクセスしていた。彼は閲覧画面から[削除]を実行する。システムが、内容と履歴を更新する。彰太君は内容が消去されていることを確認し作業を終了した。

シナリオ「問題を元に戻す」

九州工業大学に通っている成井彰太君は、明日期末試験を受ける予定だ。ピンチの彰太君は、過去問管理システムによって問題を参考する。しかし、内容が何者かに改ざんされていた。有益なデータでないことが明確であったので、彼は履歴を参照しデータを元に戻すことにした。
元に戻す対象の過去問情報は以下のとおりである。

科目名「オペレーティングシステム」

学科「知能情報工学科」

開講年度「H27」

担当教官「芳田」

彰太君は元に戻す対象の過去問情報が表示された閲覧画面にアクセスしていた。彼は閲覧画面から[履歴閲覧]を選択する。システムは、画面を切り替え履歴を表示する。

1． 元に戻す時点を知っている場合

彼は、有益な内容を保持している時点「2014/8/10/10:33:22」のレコードの[元に戻す]を実行した。システムは内容と履歴を更新する。彼は、内容がもとに戻っていることを確認した。
2． 元に戻す時点を知らない場合

どの時点の内容を復元すればよいかわからなかったので、ためしに「2015/7/22/16:44:21」のレコードの[見る]を実行した。彼は、表示された内容が有益な内容ではなかったので、改めて検索することにした。彼は、次に「2014/8/10/10:33:22」のレコードの[見る]を実行した。彼は、表示された内容が、有益な内容であることを確認する。そこで、彼はこのレコードの[元に戻す]を実行した。システムは内容と履歴を実行する。彼は、内容がもとに戻っていることを確認した。
例外シナリオ

履歴が１つもない場合

彰太君は元に戻す対象の過去問情報が表示された閲覧画面にアクセスしていた。彼は閲覧画面から[履歴閲覧]を選択する。しかし、勘違いだったようで、履歴は１つもなかった。彼は操作を終了した。

履歴が１つのみの場合

彰太君は元に戻す対象の過去問情報が表示された閲覧画面にアクセスしていた。彼は閲覧画面から[履歴閲覧]を選択する。しかし、勘違いだったようで、履歴は１つしかなかった。彼は操作を終了した。

シナリオ「問題を閲覧する」

九州工業大学に通っている成井彰太君は明日試験を迎えていた。そこで、過去問管理システムを利用し、過去問の問題を閲覧することにした。

閲覧対象の問題情報は以下のとおりである。

過去問情報名「オペレーティングシステム」

学科「知能情報工学科」

開講年度「H27」

担当教官「芳田」

彰太君は閲覧対象の過去問情報が表示された閲覧画面にアクセスしていた。彼は閲覧画面から[内容]を実行する。画面に問題の内容が表示される。満足した彰太君は、内容の閲覧を終了した。
